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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第43期
第３四半期
連結累計期間

第44期
第３四半期
連結累計期間

第43期
第３四半期
連結会計期間

第44期
第３四半期
連結会計期間

第43期

会計期間

自　平成21年
　　３月１日
至　平成21年
　　11月30日

自　平成22年
　　３月１日
至　平成22年
　　11月30日

自　平成21年
　　９月１日
至　平成21年
　　11月30日

自　平成22年
　　９月１日
至　平成22年
　　11月30日

自　平成21年
　　３月１日
至　平成22年
　　２月28日

売上高 (百万円) 213,159211,65367,193 68,552287,123

経常利益 (百万円) 1,020 1,538 129 551 2,579

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(百万円) 354 446 △30 198 917

純資産額 (百万円) ― ― 54,450 53,397 54,912

総資産額 (百万円) ― ― 159,864155,228157,964

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,543.231,513.411,556.32

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) 10.05 12.65 △0.86 5.63 25.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 34.0 34.3 34.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 9,501 8,790 ― ― 10,780

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,430 △5,300 ― ― △5,815

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,593 △3,520 ― ― △4,855

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 8,836 8,719 8,467

従業員数 (名) ― ― 2,633 2,612 2,599

(注) １　売上高には、消費税等は含まれていません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在せず、また、第43期第３四半期

連結会計期間においては１株当たり四半期純損失金額であるため記載していません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について重要な変更は

ありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名)
2,612

(7,580)

(注) １　従業員数は、就業人員です。

２　従業員数欄の(　)内は外書きで、時間給制社員(アルバイト除く)の当第３四半期連結会計期間平均雇用人員で

す。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名)
2,130

(5,693)

(注) １　従業員数は、就業人員です。

２　従業員数欄の(　)内は外書きで、時間給制社員(アルバイト除く)の当第３四半期会計期間平均雇用人員です。
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第２ 【事業の状況】

１ 【売上及び仕入の状況】

(1) 事業部門別売上高

当第３四半期連結会計期間における売上実績を事業部門別に示すと、次のとおりです。

　

事業部門別 売上高(百万円) 前年同四半期比(％)

小売事業部門 66,316 2.0

小売周辺事業部門 2,235 2.1

合計 68,552 2.0

(注) １　上記金額には、消費税等を含めていません。

２　上記金額は、事業部門間の取引を消去しています。

　

(2) 商品部門別売上高

当第３四半期連結会計期間における売上実績を商品部門別に示すと、次のとおりです。

　

商品部門別 売上高(百万円) 前年同四半期比(％)

食料品 28,949 5.1

衣料品 7,918 △3.7

日用雑貨品その他 8,143 18.5

外食 2,216 4.5

テナント 21,323 △5.0

合計 68,552 2.0

(注)　上記金額には、消費税等を含めていません。

　

(3) 事業部門別仕入高

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりです。

　

事業部門別 仕入高(百万円) 前年同四半期比(％)

小売事業部門 52,121 6.6

小売周辺事業部門 2,176 △15.6

合計 54,298 5.5

(注) １　上記金額には、消費税等を含めていません。

２　上記金額は、事業部門間の取引を消去しています。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在していません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社。以

下同じ。)が判断したものです。

　
(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、全体としては景気底打ちの兆しがみられるものの、

雇用不安や所得の低迷が続くなど、小売業を取り巻く環境は引き続き厳しい状況で推移いたしました。

このような環境のなかで、当社グループは、「中四国流通ネットワーク構想」のもと、地域の豊かなく

らしづくりと地域社会の発展に貢献できる企業集団を目指し、「フジカンパニーズ」各社の有する経営

資源を最大限に活用し、地域社会に貢献できる魅力あるＳＣ(ショッピングセンター)づくりに努めまし

た。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は685億52百万円(前年同期比2.0％増)となりまし

た。営業利益は５億３百万円(前年同期比672.9％増)、経常利益は５億51百万円(前年同期比325.8％増)、

四半期純利益は１億98百万円(前年同期は四半期純損失30百万円)となりました。

事業部門別の状況は、次のとおりです。

〔小売事業部門〕

総合小売業におきましては、経営方針「顧客満足の追求と利益重視の徹底」のもと、「コアビジネスの

確立」、「商品力の強化」、「現場(店舗)販売力の強化」、「ローコスト経営の徹底」、「人と組織の活力

化」に取り組みました。

「商品力の強化」では、ユニー株式会社、イズミヤ株式会社と協業し、低価格で品質も重視した共通の

プライベートブランド「Style ＯＮＥ」の販売など価格競争力のある商品の充実を図りました。一方で、

地域のニーズに的確に応えるために、地場商品の積極的導入をはじめ地域特性に応じた品揃え・売り場

づくりに努めました。「現場(店舗)販売力の強化」では、52週ＭＤの取り組みの徹底や、商品事業部に移

管した支援チームがより機能発揮するなど、お客様の立場に立った買いやすい売場づくりを行いました。

また、「ローコスト経営の徹底」では、販売管理費の削減を徹底するとともに、「人と組織の活力化」で

は今期より始めたチーム活動が成果をあげる等、重点施策の取り組みが一定の成果をあげています。

店舗につきましては、10月に「パルティ・フジ三入」(広島市安佐北区)内の「ヴェスタ三入店」を

ディスカウント業態の「ＺＹ三入店」としてリニューアルオープンいたしました。また、平成23年春に向

けて「フジグラン松山」(愛媛県松山市)を段階的に改装するなど既存店の活性化を進めました。

ＤＶＤ・ＣＤ・書籍の小売及びレンタル業におきましては、既存店の改装等を実施いたしました。

これらの結果、この部門の営業収益は728億３百万円(前年同期比2.5％増)となりました。
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〔小売周辺事業部門〕

食品製造・加工販売業におきましては、食品の安全・安心を確保し、地域のお客様に支持される商品を

提供することに努めました。

飲食業におきましては、経営効率を高めるため１店舗閉店いたしました。

これらの結果、この部門の営業収益は50億78百万円(前年同期比12.1％増)となりました。

〔その他事業部門〕

不動産賃貸業におきましては、不動産賃貸料の減額など、厳しい経営環境で推移いたしました。

これらの結果、この部門の営業収益は２億72百万円(前年同期比2.5％増)となりました。

　
（注） 事業部門別の営業収益には、売上高及び営業収入を含み、事業部門間の取引も含んでいます。

また、記載金額には消費税等を含めていません。なお、「事業の種類別セグメント情報」では小売事業

部門と小売周辺事業部門は１つの事業区分として集計しています。

　
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、投資その他の資産が49億17百万円減少したこと等に

より、前連結会計年度末に比べ27億36百万円減少し1,552億28百万円となりました。

負債は、支払手形及び買掛金が33億78百万円、短期借入金が27億35百万円増加し、一方、長期借入金が56

億61百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ12億21百万円減少し1,018億30百万円となり

ました。

純資産は、前連結会計年度末に比べ15億14百万円減少し533億97百万円となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間における「営業活動によるキャッシュ・フロー」につきましては、税金等

調整前四半期純利益４億５百万円に含まれる非資金損益項目の減価償却費12億21百万円及び固定資産除

売却損益80百万円等の調整と、減少要因として、たな卸資産の増加額14億99百万円等があり、13億58百万

円の収入(前年同期は20億77百万円の収入)となりました。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」につきましては、有形及び無形固定資産の取得(設備関係支払

手形決済等を含む)による支出が12億87百万円等があり、９億62百万円の支出(前年同期は23億97百万円

の支出)となりました。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」につきましては、短期借入れによる収入(純額)が12億63百万

円、長期借入金の返済による支出(純額)が７億89百万円等があり、２億６百万円の収入(前年同期は13億

18百万円の収入)となりました。

以上の結果、現金及び現金同等物の当第３四半期連結会計期間末残高は87億19百万円となり、第２四半

期連結会計期間末から６億２百万円増加いたしました。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　
(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年１月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 35,300,56035,300,560

東京証券取引所
(市場第一部)
大阪証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株です。

計 35,300,56035,300,560 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年11月30日 ― 35,300 ― 15,921 　― 16,257

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握していませ

ん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成22年８月31日の株主名簿により記載をしてい

ます。

① 【発行済株式】

平成22年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内　容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 17,700

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 35,235,800 352,358 ―

単元未満株式 普通株式 47,060 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 35,300,560 ― ―

総株主の議決権 ― 352,358 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式17株が含まれています。

　
② 【自己株式等】

平成22年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
  株式会社フジ

松山市宮西一丁目２番１号 17,700 ― 17,700 0.05

計 ― 17,700 ― 17,700 0.05

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 1,8131,8121,6721,6931,6771,7401,7431,7601,697

最低(円) 1,6921,6441,5201,5131,5181,4451,5361,5011,541

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しています。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

います。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１

日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツ及びえひめ有限責任監査法人により四半期レビューを受けて

います。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,739 8,487

受取手形及び売掛金 1,521 ※３
 1,215

営業貸付金 4,855 6,103

商品 13,025 10,359

その他 2,680 2,458

貸倒引当金 △373 △458

流動資産合計 30,447 28,166

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※１
 46,861

※１
 46,705

土地 29,239 29,288

その他（純額） ※１
 4,251

※１
 4,571

有形固定資産合計 80,352 80,564

無形固定資産 5,748 5,636

投資その他の資産

差入保証金 13,576 13,368

建設協力金 9,895 10,775

その他 15,218 19,475

貸倒引当金 △11 △23

投資その他の資産合計 38,679 43,596

固定資産合計 124,780 129,797

資産合計 155,228 157,964

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,861 17,482

短期借入金 14,649 11,913

未払法人税等 345 580

賞与引当金 1,703 969

商品券回収損引当金 55 54

その他 8,709 9,969

流動負債合計 46,324 40,969

固定負債

長期借入金 39,282 44,943

退職給付引当金 1,243 1,180

役員退職慰労引当金 208 185

利息返還損失引当金 653 563

長期預り保証金 13,650 14,379

その他 467 829

固定負債合計 55,506 62,082

負債合計 101,830 103,052
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 15,921 15,921

資本剰余金 16,257 16,257

利益剰余金 21,807 22,270

自己株式 △31 △31

株主資本合計 53,953 54,417

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △556 494

評価・換算差額等合計 △556 494

純資産合計 53,397 54,912

負債純資産合計 155,228 157,964
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 213,159 211,653

売上原価 164,690 163,494

売上総利益 48,468 48,158

営業収入

不動産賃貸収入 4,484 4,542

その他の営業収入 7,452 8,006

営業収入合計 11,936 12,548

営業総利益 60,405 60,707

販売費及び一般管理費 ※１
 59,450

※１
 59,158

営業利益 955 1,549

営業外収益

受取利息 285 246

受取配当金 162 165

持分法による投資利益 101 29

その他 497 481

営業外収益合計 1,047 923

営業外費用

支払利息 898 833

商品券回収損引当金繰入額 41 44

その他 42 57

営業外費用合計 982 935

経常利益 1,020 1,538

特別利益

固定資産売却益 3 －

特別利益合計 3 －

特別損失

固定資産除売却損 99 169

リース解約損 － 1

減損損失 － 183

投資有価証券評価損 57 86

貸倒引当金繰入額 12 －

差入保証金解約損 － 14

店舗解約損失 37 47

固定資産臨時償却費 154 －

特別損失合計 361 504

税金等調整前四半期純利益 662 1,033

法人税等 307 587

四半期純利益 354 446
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 67,193 68,552

売上原価 51,915 52,800

売上総利益 15,278 15,752

営業収入

不動産賃貸収入 1,504 1,519

その他の営業収入 2,287 2,682

営業収入合計 3,792 4,201

営業総利益 19,070 19,954

販売費及び一般管理費 ※１
 19,004

※１
 19,450

営業利益 65 503

営業外収益

受取利息 100 82

受取配当金 63 63

持分法による投資利益 63 32

未請求ポイント券受入額 － 93

その他 153 72

営業外収益合計 380 344

営業外費用

支払利息 292 269

商品券回収損引当金繰入額 12 12

その他 11 14

営業外費用合計 316 296

経常利益 129 551

特別損失

固定資産除売却損 32 80

投資有価証券評価損 57 61

店舗解約損失 37 4

特別損失合計 127 146

税金等調整前四半期純利益 1 405

法人税等 32 206

四半期純利益又は四半期純損失（△） △30 198

EDINET提出書類

株式会社フジ(E03118)

四半期報告書

14/28



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 662 1,033

減価償却費 3,351 3,564

固定資産臨時償却費 154 －

減損損失 － 183

貸倒引当金の増減額（△は減少） △34 △96

その他の引当金の増減額（△は減少） 693 888

受取利息及び受取配当金 △448 △412

支払利息 898 833

持分法による投資損益（△は益） △101 △29

固定資産除売却損益（△は益） 95 169

店舗解約損失 37 47

売上債権の増減額（△は増加） △283 △293

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,529 △749

仕入債務の増減額（△は減少） 2,260 3,285

その他 590 1,755

小計 10,407 10,179

利息及び配当金の受取額 283 276

利息の支払額 △930 △866

店舗解約に伴う違約金の支払額 △37 △47

法人税等の支払額 △221 △751

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,501 8,790

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △128 △9

投資有価証券の償還による収入 － 100

貸付けによる支出 △2,590 －

貸付金の回収による収入 187 155

長期前払費用に係る支出 △81 △904

長期前払費用に係る収入 28 －

その他の投資に係る支出 △560 △369

その他の投資に係る収入 1,296 773

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,839 △5,075

有形及び無形固定資産の売却による収入 257 29

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,430 △5,300
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,080 7,522

短期借入金の返済による支出 △1,412 △4,281

長期借入れによる収入 4,600 2,300

長期借入金の返済による支出 △8,327 △8,525

自己株式の取得による支出 △3 △0

配当金の支払額 △529 △529

その他 △0 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,593 △3,520

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 476 △29

現金及び現金同等物の期首残高 8,359 8,467

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 280

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 8,836

※１
 8,719

EDINET提出書類

株式会社フジ(E03118)

四半期報告書

16/28



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

　連結の範囲に関する事項の変更

１　連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、重要性が増したフジ・ＴＳＵＴＡＹＡ・エンターテイメント株式会社を連結

の範囲に含めています。

 
２　変更後の連結子会社の数

４社

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「未請求ポイント券受入額」は、営

業外収益総額の100分の20を越えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記しています。なお、前第３四半期

連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「未請求ポイント券受入額」は52百万円です。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっています。

 

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境及び一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法により算定しています。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しています。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

68,716百万円
 
　２　偶発債務
　　　連結会社以外の会社の銀行借入金等に対する保証債

務は、次のとおりです。

　(1) 銀行借入金に対する保証債務

㈱アクトピア企画 91百万円
 
　(2) 商品購入代金に対する保証債務

㈱フジ・トラベル・サービス 102百万円

㈱フォードフジ 10百万円

計 112百万円
 

　(3) リース契約に対する保証債務

㈱レデイ薬局 247百万円

 
―――

※１　有形固定資産の減価償却累計額

66,517百万円
 
　２　偶発債務
　　　連結会社以外の会社の銀行借入金等に対する保証債

務は、次のとおりです。

　(1) 銀行借入金に対する保証債務

㈱アクトピア企画 104百万円
 
　(2) 商品購入代金に対する保証債務

㈱フジ・トラベル・サービス 201百万円

㈱フォードフジ 43百万円

計 245百万円
 

　(3) リース契約に対する保証債務

㈱メディコ・二十一 265百万円

 
※３　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日

をもって決済処理しています。

　　　なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日であった

ため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれてい

ます。

受取手形 0百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 3,044百万円

貸倒引当金繰入額 441百万円

利息返還損失引当金繰入額 400百万円

従業員給料及び手当 16,467百万円

従業員賞与 272百万円

賞与引当金繰入額 1,597百万円

退職給付費用 610百万円

役員退職慰労引当金繰入額 34百万円

借地借家料 10,226百万円

水道光熱費 5,698百万円

事業税等 199百万円

減価償却費 3,351百万円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 2,846百万円

貸倒引当金繰入額 285百万円

利息返還損失引当金繰入額 514百万円

従業員給料及び手当 16,344百万円

従業員賞与 266百万円

賞与引当金繰入額 1,703百万円

退職給付費用 780百万円

役員退職慰労引当金繰入額 32百万円

借地借家料 9,829百万円

水道光熱費 5,578百万円

事業税等 194百万円

減価償却費 3,564百万円

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 937百万円

貸倒引当金繰入額 93百万円

利息返還損失引当金繰入額 138百万円

従業員給料及び手当 5,240百万円

賞与引当金繰入額 686百万円

退職給付費用 195百万円

役員退職慰労引当金繰入額 11百万円

借地借家料 3,347百万円

水道光熱費 1,857百万円

事業税等 66百万円

減価償却費 1,122百万円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 925百万円

貸倒引当金繰入額 79百万円

利息返還損失引当金繰入額 159百万円

従業員給料及び手当 5,364百万円

賞与引当金繰入額 730百万円

退職給付費用 254百万円

役員退職慰労引当金繰入額 10百万円

借地借家料 3,231百万円

水道光熱費 1,955百万円

事業税等 66百万円

減価償却費 1,221百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日)

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係

現金及び預金勘定 8,856百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△20百万円

現金及び現金同等物 8,836百万円

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係

現金及び預金勘定 8,739百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△20百万円

現金及び現金同等物 8,719百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　

至　平成22年11月30日)

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 35,300,560

　
２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 17,765

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月20日
定時株主総会

普通株式 264 7.5平成22年２月28日 平成22年５月21日 利益剰余金

平成22年10月４日
取締役会

普通株式 264 7.5平成22年８月31日 平成22年11月15日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日)

　

　
小売及び
小売周辺事業
(百万円)

その他事業
 
(百万円)

計
 
(百万円)

消去又は全社
 

(百万円)

連結
 
(百万円)

営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

70,968 16 70,985 ― 70,985

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

74 248 322 (322) ―

計 71,042 265 71,308 (322) 70,985

営業費用 70,996 178 71,175 (254) 70,920

営業利益 46 87 133 (68) 65

(注) １　事業の区分は、当社グループが採用している集計区分によっています。

２　各事業の主要な内容は次のとおりです。

(1) 小売及び小売周辺事業・・・総合小売業、食品製造・加工販売業、飲食業

(2) その他事業・・・・・・・・不動産賃貸業

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(67百万円)の主なものは、親会社本社の総務

部門等管理部門に係る費用です。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)

　

　
小売及び
小売周辺事業
(百万円)

その他事業
 

(百万円)

計
 

(百万円)

消去又は全社
 

(百万円)

連結
 

(百万円)

営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

72,737 16 72,754 ― 72,754

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

74 256 330 (330) ―

計 72,811 272 73,084 (330) 72,754

営業費用 72,358 182 72,541 (290) 72,250

営業利益 453 89 543 (39) 503

(注) １　事業の区分は、当社グループが採用している集計区分によっています。

２　各事業の主要な内容は次のとおりです。

(1) 小売及び小売周辺事業・・・総合小売業、ＤＶＤ・ＣＤ・書籍の小売及びレンタル業、食品製造・加工販

　　　　　　　　　　　　　売業、飲食業

(2) その他事業・・・・・・・・不動産賃貸業

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(69百万円)の主なものは、親会社本社の総務

部門等管理部門に係る費用です。
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前第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)
　

　
小売及び
小売周辺事業
(百万円)

その他事業
 
(百万円)

計
 
(百万円)

消去又は全社
 

(百万円)

連結
 
(百万円)

営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

225,044 52 225,096 ― 225,096

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

222 773 995 (995) ―

計 225,266 826 226,092 (995) 225,096

営業費用 224,351 564 224,915 (774) 224,141

営業利益 915 261 1,176 (221) 955

(注) １　事業の区分は、当社グループが採用している集計区分によっています。

２　各事業の主要な内容は次のとおりです。

(1) 小売及び小売周辺事業・・・総合小売業、食品製造・加工販売業、飲食業

(2) その他事業・・・・・・・・不動産賃貸業

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(226百万円)の主なものは、親会社本社の総務

部門等管理部門に係る費用です。
　

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)
　

　
小売及び
小売周辺事業
(百万円)

その他事業
 

(百万円)

計
 

(百万円)

消去又は全社
 

(百万円)

連結
 

(百万円)

営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

224,151 50 224,202 ― 224,202

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

222 766 988 (988) ―

計 224,373 817 225,190 (988) 224,202

営業費用 222,889 584 223,473 (821) 222,652

営業利益 1,483 233 1,717 (167) 1,549

(注) １　事業の区分は、当社グループが採用している集計区分によっています。

２　各事業の主要な内容は次のとおりです。

(1) 小売及び小売周辺事業・・・総合小売業、ＤＶＤ・ＣＤ・書籍の小売及びレンタル業、食品製造・加工販

　　　　　　　　　　　　　売業、飲食業

(2) その他事業・・・・・・・・不動産賃貸業

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(218百万円)の主なものは、親会社本社の総務

部門等管理部門に係る費用です。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　

至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

連結会社はすべて国内に存在しており、在外支店も存在しないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　

至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

 前連結会計年度末から著しい変動がないため、記載を省略しています。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

　 　

　 1,513.41円
　

　 　

　 1,556.32円
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 10.05円
　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 12.65円
　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 354 446

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 354 446

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 35,284 35,282

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

１株当たり四半期純損失金額 0.86円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 5.63円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在せず、また、前第３四半期連結会計期

間においては１株当たり四半期純損失であるため記載していません。

２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失(△)(百万円)

△30 198

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(百万円)

△30 198

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 35,283 35,282

　
(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社フジ(E03118)

四半期報告書

24/28



　

２ 【その他】

第44期(平成22年３月１日から平成23年２月28日まで)中間配当については、平成22年10月４日開催の取

締役会において、平成22年８月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う

ことを決議しました。

①　配当金の総額 264百万円

②　１株当たりの金額 ７円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成22年11月15日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年１月８日

株　式　会　社　　フ　　　ジ

　取　締　役　会　　御　中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　近　藤　敏　博　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　髙　木　政　秋　　㊞

　

え　ひ　め　有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　丸　木　公　介　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　平　木　明　生　　㊞

　

私ども両監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社フジの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21

年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、私ども両監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

私ども両監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に

公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により

行われた。

私ども両監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジ及び連結子会社の平成21

年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と私ども両監査法人又はそれぞれの業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき

利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月11日

株　式　会　社　　フ　　　ジ

　取　締　役　会　　御　中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　近　藤　敏　博　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　髙　木　政　秋　　㊞

　

え　ひ　め　有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　丸　木　公　介　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　平　木　明　生　　㊞

　

私ども両監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社フジの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22

年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、私ども両監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

私ども両監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に

公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により

行われた。

私ども両監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジ及び連結子会社の平成22

年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と私ども両監査法人又はそれぞれの業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき

利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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